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－Jump Start English を通して－
Practice of Active Learning through Pre-Admission Education




























標等に関する先行研究及び調査を紹介する。本研究において紹介する Jump Start English もま
た入学前教育の一環であり、その実施内容や目的に関しても過去の事例を参考にしており、そ
の意義を考察する上で必要となると思われる。







































　 4 ．「高校からの要請」… 6 %
















































という視点を考慮に入れた上で Jump Start English を通した実践研究を行う。したがって、こ
こではまずはピア・サポートの現状としての教育効果についての先行研究を紹介するとともに、
それを実施するための方法論の 1つとしてアクティブ・ラーニングについて言及する。次章に
おいて Jump Start English の具体的な実践例の導入プロセスや方法論を説明するが、そのアク
ティブ・ラーニングとピア・サポートの両立こそが Jump Start English を特徴づけるもっとも
重要な鍵となるのである。











































































 3 ．Jump Start English の実施例









 3 ． 1 　Jump Start English の実施目的
　すでに言及したように、Jump Start English は大学生のアクティブ・ラーニングかつ高校生の
大学入学前指導であるため、その目的は両者を含むものである。それは次の 3つである。
















　以下に、Jump Start English の実施に関する手順を紹介する。
 1 ．実施講座：入学前教育講座「Jump Start English」
 2 ．受講場所：四天王寺大学あべのハルカスサテライトキャンパス
 3 ．支援学生：国際キャリア学科　 2年生（ 5名）および 3年生（ 8名）の有志
 4 ．指導内容：17：00 ～：英文法、18：00 ～：英語コミュニケーション（英語会話）
 5 ．使用教材：担当教員作成のオリジナル教材
 6 ．指導対象：国際キャリア学科　AO入試合格者（33名）
 7 ．講座期間：平成27年度10月～ 12月　全10回　土曜日　17時～ 19時
 8 ．実施手順（ Jump Start English の週間サイクル）
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に 3名～ 4名である。今回のピア・サポーターの 3年生は全員が英語の教員を希望する学生で
あったが、 2年生はまだその希望について定かではない学生がほとんどであった。また、この













英語コミュニケーションのほうは All English による授業展開の練習、発音や指示英語の正確さ
の確認を含めて行う。















































 4 ．Jump Start English に関するピア・サポーターの意識調査




表 1 ．Jump Start English 振り返りアンケート結果
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ある。また、4・5番の 2つの項目にある Jump Start English を実施することによるアクティブ・
ラーニングの中で大学生自身が英文法や英語コミュニケーションについて学び、その知識や力
を改善することができたかの質問については、皆が概ね高い数値を出している。英語コミュニ
ケーションのほうが若干低いのは、なかなか All English の授業に対応できなかったことがその
原因と思われる。しかしながら、言語学習や言語教授法についての学びや取組に関しては皆が
意識的に努力したことがわかる。
　高校生との関わりに関しての 6・ 7番の項目であるが、この 2項目で 3年生と 2年生の間で
その結果に差が生じた。 3年生は多くのメンバーが高校生と積極的に関わり、良い関係を築く




































































○今回の Jump Start English の問題点は何か。
























































で、Jump Start English というプロジェクトの目的を明確にした。加えて、アクティブ・ラーニ
ングについてその定義、教育効果について紹介し、大学入学前教育とアクティブ・ラーニング
が共存することができる根拠を示した。













ることになるのである。また、Jump Start English は第 2期として、推薦入試に合格した学生も
加えてその後も実施している。その成果がどのように表れているのか、次の課題としたい。
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